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論文の内容の要旨

この学位論文では、仕事の完了時刻和の最小化を目的とする決定性フローショップ問題につ
いて述べる。いくつかの例外を除いてこのタイプのフローショップ問題は計算の難しさの理
論で取り扱いにくいことが知られている。従って次に述べる特別な２つの問題について限定
して議論を進める。
最初の問題は２種類の特殊な構造を持つ優越関係を扱っている。それは機械と機械の間の実

行時間の関係である。Adiriらは次のことを示した。このような優越関係下では “permutation

schedules”において最も良いスケジュールを多項式時間で見付ける事ができる。本論文では
Adiriらが開発したアルゴリズムに従って探索したスケジュールが単に最も良い “permutation

schedules”というのではなく、最適なスケジュールである事を示した。つまり上述した優越
関係下では最適なスケジュールを “permutation schedules”の集合内に見付ける事が可能であ
る。さらに次のような一般的な結果を得た。元論文ではその目的関数が完了時刻和として結果
を得ていた。しかしこのような優越関係下では任意の正規目的関数に対しても “permutation

schedules”の集合内に最適解を多項式時間で見付ける事ができることを示した。
２番目の問題は２つの機械に関するフローショップ問題である。連続するオペレーション
間にアイドル時間を許さないという条件下で２機械のフローショップ問題を扱っている。ま
ず Adiriらが示したいくつかの定理が誤りである事を反例を提示することにより示した。そ
してこの誤った定理の修正版を証明する事ができた。その後は機械１の実行時間が全て等し
いという条件を加えた問題に焦点を絞っている。そこではこの強い意味で NP困難な問題を
解くため、いくつかの branch-and-cut法アルゴリズムを設計し、その数値実験の結果を報告
する。
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